
 －1－ 

 
平成 19 年 3 月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）  平成 18年 8月 4日 

上 場 会 社 名         三菱レイヨン株式会社          上場取引所    東 大 
コ ー ド 番 号          ３４０４                                本社所在都道府県 東京都 
（ＵＲＬ  http://www.mrc.co.jp/  ） 
代  表  者 役職名 取締役社長 社長執行役員     氏名 鎌原 正直 
問合せ先責任者 役職名 取締役 執行役員 広報・ＩＲ室長 氏名 立林 康巨 ＴＥＬ(03) 5495－3100 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
(1)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無      ：有 
（内容） 
・固定資産の減価償却の方法…年度見込み額のうち当四半期分を計上しています。 

(2)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無    ：無 
(3)連結及び持分法の適用範囲の異動の有無          ：有 
（内容） 

  連結 （新規） １社 （除外） －社  持分法 （新規） －社 （除外） １社 
 
２．19年 3月期第１四半期財務・業績の概況（平成 18年 4月 1日～平成 18年 6月 30日） 
(1)経営成績（連結）の進捗状況         （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。 
 売 上 高     営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年 3月期第１四半期 94,097 19.5 13,696 57.5 14,047 46.8 7,498 38.0
18年 3月期第１四半期 78,720 4.5 8,698 14.7 9,566 28.4 5,434 44.2
(参考)18年 3月期 348,967 38,766 38,858  24,425

 
 1株当たり四半期 

(当期)純利益 
潜 在 株 式 調 整 後 １ 株
当たり四半期 (当期 )純利益

 円 銭 円 銭
19年 3月期第１四半期 12.50 －
18年 3月期第１四半期 8.95 －

(参考)18年 3月期 40.47 －

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示しています。 
 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 
化成品・樹脂事業 
ＭＭＡモノマーは、堅調な需要が続き、前年同期並みの売上を確保しました。中国の恵州恵菱化成社の新
プラント建設工事は、ほぼ予定通り６月末に完工し、現在試運転中です。アクリル樹脂成形材料は、ＩＴ・
車両用途を中心に順調に推移し、アクリル樹脂板は、期後半には液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）生産調整の影
響を受けＬＣＤ用導光板需要が低迷しましたが、携帯電話用途向け表面硬化アクリル樹脂板の好調な販売が
続き、総じて堅調に推移しました。コーティング材料は、国内での自動車・船舶用途向け塗料用アクリル樹
脂が順調に推移しました。情報材料関連では、液晶用プリズムシート「ダイヤアート」が、期後半には在庫
調整の影響を受けたものの、ノート型パソコン用途等が好調に推移しました。各事業とも、原燃料価格の高
騰・高止まりに対し、製品価格の是正に努めました。 
 
繊維事業 
アクリル短繊維は、主力市場である中国での価格低迷の影響から減販となりました。また、原燃料価格の
高騰・高止まりに対して製品価格の値上げと高採算品へのシフトに努めましたが、十分な成果を得るに至り
ませんでした。三菱レイヨン・テキスタイル㈱は、主力のアセテート繊維が輸出は若干低迷したものの、国
内販売は概ね順調に推移しました。繊維事業は、総じて苦戦が続いていますが、業績を回復させるべく、構
造改革を推し進めています。 
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炭素繊維・複合材料、機能膜事業その他 
炭素繊維・複合材料事業では、業界での航空機分野の需要に牽引され、産業、スポーツ用途の需要も堅調
で、需給動向はタイトな状況が続き、販売は好調に推移しました。原燃料価格の高騰に対して、コストダウ
ン、製品価格への転嫁を進めました。機能膜事業については、家庭用浄水器は、交換カートリッジ需要及び
高機能商品が好調に推移し、機能膜製品では、新規膜を使用した下排水処理用途向け新中空糸膜ユニットの
販売に引き続き注力しました。 

 
以上の結果、当第１四半期の売上高は 940 億 97 百万円(前年同期比 19.5%増)、営業利益は 136 億 96百万

円(同 57.5%増)、経常利益は 140億 47百万円(同 46.8%増)、四半期純利益は 74億 98百万円(同 38.0%増)と
なりました。 
なお、前期より退職給付会計における数理計算上の差異の処理方法を、発生の翌年度に営業費用として一
括償却する方法に変更しており、数理計算上の差異償却額（前第 1四半期は 2億 23百万円の損、当第 1四半
期は 35億 35百万円の益）を除いた当第１四半期の営業利益及び経常利益は、営業利益は 101億 61百万円(前
年同期比 13.9%増)、経常利益は 105億 12百万円(同 7.4%増)となります。 
 
(2)財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭
19年 3月期第１四半期 401,115 198,629 46.8  312.72
18年 3月期第１四半期 349,226 156,224 44.7  260.40
(参考)18年 3月期 381,557 185,841 48.7  309.75

 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

19年 3月期第１四半期 5,779 △10,428 4,429  10,047
18年 3月期第１四半期 10,651 △ 5,481 △ 4,349  9,350
(参考)18年 3月期 39,764 △29,285 △ 9,292  10,113

 
[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 
(1) 財政状態 
 総資産は前期末と比べ 195 億 58 百万円増加し、4,011 億 15 百万円となりました。主としてたな卸資産及
び有形固定資産が増加しました。 
 負債は前期末と比べ 182 億 49 百万円増加し、2,024 億 85 百万円となりました。主として借入金、支払手
形及び買掛金が増加しました。 
 自己資本は前期末と比べ 16億 88百万円増加し、1,875億 29百万円となりました。主として利益剰余金が
増加し、その他有価証券評価差額金が減少しました。 
 
(2) キャッシュ・フロー 
 当第１四半期における連結ベースの現金及び現金同等物は、営業活動の収入の減少や投資活動による支出
が増加したものの、財務活動による支出が減少したことにより、前年同期に比べ 6 億 97 百万円増の 100 億
47百万円となりました。 
 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益は増加しましたが、法人税等の支払額
及び仕入債務の減少などにより、前年同期比 48億 72百万円収入減の 57億 79百万円の収入となりました。 
 投資活動によるキャッシュ・フローは、連結範囲の変更を伴う子会社株式取得による支出などにより、前
年同期比 49億 47百万円支出増の 104億 28百万円の支出となりました。 
 財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得による支出の減少、借入金の増加などにより、前
年同期比 87億 78百万円支出減の 44億 29百万円の収入となりました。
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３．19年 3月期の連結業績予想（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円

中 間 期 197,000 27,000 27,000 15,500 
通    期 400,000 57,000 57,000 33,000 

(参考)１株当たり予想当期純利益（通期）  55円 03銭 
 
[業績予想に関する定性的情報等] 
当第１四半期の売上高及び営業利益は概ね計画通りに推移しており、平成 18年 5月 10日に公表した業績

予想に変更はありません。 
なお、平成 19年 3月期の連結業績予想においては、退職給付会計における数理計算差異の 2005年度発生
見込額の償却額として中間期７５億円、通期１５０億円を営業費用（戻入）に含めて算定しています。 
この数理計算差異償却額を除いた平成 19年 3月期の連結業績予想は次のとおりです。 

 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円

中 間 期 197,000 19,500 19,500 11,000 
通    期 400,000 42,000 42,000 24,000 

(参考)１株当たり予想当期純利益（通期）  40円 02銭 
 
※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今
後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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（添付資料） 
 

１.（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

科 目 
当第１四半期 

(18.4.1～ 
18.6.30)

前第１四半期 
(17.4.1～ 

17.6.30)
増 減 

前 期 
(17.4.1～ 

18.3.31)

売 上 高 94,097 78,720 15,377 348,967 

売 上 原 価 68,186 57,059 11,127 258,244 

売 上 総 利 益 25,910 21,661 4,249 90,722 

販売費及び一般管理費 12,214 12,963 △   749 51,956 

営 業 利 益 13,696 8,698 4,998 38,766 

営 業 外 収 益 962 1,431 △   469 3,605 

営 業 外 費 用 611 562 49 3,512 

経 常 利 益 14,047 9,566 4,481 38,858 

特 別 利 益 5 7,665 △ 7,660 10,759 

特 別 損 失 242 7,040 △ 6,798 10,961 

税金等調整前四半期（当期）純利益 13,811 10,192 3,619 38,656 

法人税、住民税及び事業税 5,644 3,788 1,856 10,519 

法 人 税 等 調 整 額 － － － 668 

少 数 株 主 利 益 668 969 △   301 3,042 

四半期（当期）純利益 7,498 5,434 2,064 24,425 

 （注）増減は当第１四半期と前第１四半期との比較で表示しています。 
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２．（要約）四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

科 目 当第 1四半期末
(18.6.30現在) 

前 期 末 
(18.3.31現在) 増 減 前第 1四半期末

(17.6.30現在) 
［ 資 産 の 部 ］     

流 動 資 産     
現 金 及 び 預 金 10,057 10,123 △     66 9,370 
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 78,961 76,408 2,553 71,548 
た な 卸 資 産 55,694 43,990 11,704 42,804 
そ の 他 12,913 13,975 △  1,062 15,258 
貸 倒 引 当 金 △  655 △  649 △      6 △  919 
流 動 資 産 合 計 156,971 143,847 13,124 138,061 

固 定 資 産     
有 形 固 定 資 産 153,023 147,886 5,137 136,454 
無 形 固 定 資 産 10,030 6,512 3,518 5,233 
投 資 そ の 他 の 資 産 81,090 83,311 △  2,221 69,477 
固 定 資 産 合 計 244,144 237,710 6,434 211,165 
資 産 合 計 401,115 381,557 19,558 349,226 
［ 負 債 の 部 ］     

流 動 負 債     
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 59,412 54,341 5,071 52,626 
短 期 借 入 金 50,848 42,640 8,208 36,893 
１年内償還予定の社債 － － － 10,000 
そ の 他 34,803 29,763 5,040 29,999 
流 動 負 債 合 計 145,064 126,745 18,319 129,518 

固 定 負 債     
社 債 10,000 10,000 － 10,000 
長 期 借 入 金 13,678 12,571 1,107 9,430 
退 職 給 付 引 当 金 29,896 31,453 △  1,557 31,157 
そ の 他 3,846 3,466 380 3,449 
固 定 負 債 合 計 57,420 57,490 △     70 54,037 
負 債 合 計 202,485 184,236 18,249 183,556 
［ 純 資 産 の 部 ］     

株 主 資 本     
資 本 金 53,229 － － － 
資 本 剰 余 金 28,786 － － － 
利 益 剰 余 金 93,925 － － － 
自 己 株 式 △  216 － － － 
株 主 資 本 合 計 175,725 － － － 

評 価 ・ 換 算 差 額 等     
その他有価証券評価差額金 13,290 － － － 
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △   73 － － － 
土 地 再 評 価 差 額 金 30 － － － 
為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 1,443 － － － 
評価・換算差額等合計 11,803 － － － 

少 数 株 主 持 分 11,100 － － － 
純 資 産 合 計 198,629 － － － 
負 債 及 び 純 資 産 合 計 401,115 － － － 
［ 少 数 株 主 持 分 ］     
少 数 株 主 持 分 － 11,479 － 9,445 
［ 資 本 の 部 ］     

資 本 金 － 53,229 － 53,229 
資 本 剰 余 金 － 28,786 － 28,784 
利 益 剰 余 金 － 89,471 － 72,973 
土 地 再 評 価 差 額 金 － 30 － 30 
その他有価証券評価差額金 － 16,205 － 5,817 
為 替 換 算 調 整 勘 定 － △ 1,711 － △ 4,585 
自 己 株 式 － △  170 － △   25 
資 本 合 計 － 185,841 － 156,224 

負債、少数株主持分及び資本合計 － 381,557 － 349,226 
 （注）増減は当第１四半期末と前期末との比較で表示しています。 
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

科 目 
当第１四半期
(18.4.1～ 

18.6.30)

前第１四半期
(17.4.1～ 

17.6.30)
増 減 

前 期 
(17.4.1～ 

18.3.31)
営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前四半期（当期）純利益 13,811 10,192 3,619 38,656 

減 価 償 却 費 4,073 3,720 353 15,927 

退職給付引当金の増減額 △ 1,556 △ 3,454 1,898 △ 3,044 

売 上 債 権 の 増 減 額 7,050 6,292 758 1,633 

た な 卸 資 産 の 増 減 額 △ 8,146 △ 4,936 △ 3,210 △ 5,839 

仕 入 債 務 の 増 減 額 △ 3,892 △   359 △ 3,533 933 

法 人 税 等 の 支 払 額 △ 7,477 △ 3,385 △ 4,092 △ 7,764 

そ の 他 1,916 2,580 △  664 △  739 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,779 10,651 △ 4,872 39,764 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出 △ 4,618 △ 5,649 1,031 △ 26,491 
連結範囲の変更を伴う子会 
社株式取得による支出 △ 4,156 － △ 4,156 － 

そ の 他 △ 1,654 167 △ 1,821 △  2,794 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 10,428 △ 5,481 △ 4,947 △ 29,285 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

短期借入金の純増減額 8,196 2,526 5,670 6,104 

長期借入れによる収入 1,129 3,664 △ 2,535 10,971 

長期借入金の返済による支出 △    84 △ 1,535 1,451 △  4,804 

社債の償還による支出 － － － △ 10,000 

自己株式の取得による支出 △    46 △ 4,916 4,870 △  5,066 

配 当 金 の 支 払 額 △ 3,010 △ 2,151 △    859 △  4,541 

そ の 他 △ 1,755 △ 1,936 181 △  1,956 

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,429 △ 4,349 8,778 △  9,292 

現金及び現金同等物に係る換算差額 154 103 51       499 

現金及び現金同等物の増減額 △     65 923 △  988     1,686 

現金及び現金同等物の期首残高 10,113 8,426 1,687     8,426 

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 10,047 9,350 697 10,113 
 （注）増減は当第１四半期と前第１四半期との比較で表示しています。 
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４．事業の種類別セグメント情報 

 

当第１四半期（平成 18年 4月 1日から平成 18年 6月 30日まで）  

（単位：百万円） 
 

化成品・ 
樹脂事業 繊維事業

炭素繊維・
複合材料、
機能膜事業
そ の 他

計 消 去 又 
は 全 社 連 結 

売上高及び営業損益  
(1) 外部顧客に対する売上高 52,683 18,932 22,481 94,097 － 94,097 
(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 7,205 117 7,514 14,837 (14,837) － 
計 59,888 19,050 29,996 108,935 (14,837) 94,097 

営 業 費 用 49,721 18,556 27,040 95,318 (14,918) 80,400 
営 業 利 益 10,167 493 2,955 13,616 80 13,696 

[数理計算上の差異償却額を除く] [  7,832] [△  272] [  2,520] [ 10,080] [     80] [ 10,161]
 

前第１四半期（平成 17年 4月 1日から平成 17年 6月 30日まで）  

（単位：百万円） 
 

化成品・ 
樹脂事業 繊維事業

炭素繊維・
複合材料、
機能膜事業
そ の 他

計 消 去 又 
は 全 社 連 結 

売上高及び営業損益  
(1) 外部顧客に対する売上高 39,965 19,057 19,697 78,720 － 78,720 
(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 2,095 10 6,210 8,315 ( 8,315) － 
計 42,060 19,068 25,907 87,036 ( 8,315) 78,720 

営 業 費 用 35,428 18,526 24,413 78,368 ( 8,345) 70,022 
営 業 利 益 6,632 541 1,494 8,668 29 8,698 

[数理計算上の差異償却額を除く] [  6,766] [    597] [  1,527] [  8,891] [     29] [  8,921]
 

前期（平成 17年 4月 1日から平成 18年 3月 31日まで）  

（単位：百万円） 
 

化成品・ 
樹脂事業 繊維事業

炭素繊維・
複合材料、
機能膜事業
そ の 他

計 消 去 又 
は 全 社 連 結 

売上高及び営業損益  
(1) 外部顧客に対する売上高 171,030 84,811 93,125 348,967 － 348,967 
(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 9,653 54 32,285 41,992 (41,992) － 
計 180,684 84,865 125,410 390,960 (41,992) 348,967 

営 業 費 用 153,213 83,470 115,652 352,336 (42,134) 310,201 
営 業 利 益 27,470 1,395 9,757 38,624 142 38,766 

[数理計算上の差異償却額を除く] [ 28,034] [  1,629] [  9,893] [ 39,557] [    142] [ 39,699]
 

 


